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　内発協では、平成22年度から27年度までの期間で
「防災用自家発電設備の経年劣化調査」を実施して
おります。
　この事業は、表１のとおり平成22年度に経年劣化
調査のための準備を行い、発電設備の調査は平成23
年度から26年度に実施を予定しています。その後、
調査結果をまとめる予定としています。
　発電設備の調査期間は、サンプリング調査及び実
機調査を併せ４年間を予定しておりますが、平成23
年度、24年度と発電設備の調査期間の半分が経過し
たことから、中間報告会を東京と大阪の２会場で開
催しましたので以下に報告いたします。

表１　経年劣化調査スケジュール

年　　度
H23 H24 H25 H26 H27

調査票作成 �  
サンプリング調査 �

実機調査 � � �
まとめ � 　  

　東京会場は、１月29日（水）の午後に90名の方々
にご参加いただき、メルパルク東京にて開催いたし
ました。
　大阪会場は、２月26日（水）の午後に83名の方々
にご参加いただき、メルパルク大阪にて開催いたし
ました。
　両会場とも報告会では次の次第のとおり内発協会
長挨拶（写真１参照。）に引き続き、総務省消防庁
守谷設備専門官よりご挨拶（写真２参照。）をいた
だき、２時間半の報告が行われました。
　　　次　第
　　１．協会挨拶
　　２．消防庁ご挨拶
　　３．経年劣化調査の背景（経緯）
　　４．経年劣化調査の概要
　　５．休憩
　　６．各調査結果の報告
　　７．結び
　　８．質疑応答
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経年劣化調査中間報告会が開催されました
　経年劣化調査の背景（経緯）では、この調査の目
的や調査対象機の選定、スケジュール、組織につい
て説明されました。経年劣化調査の概要では、平成
23年度に調査した３件と平成24年度に調査した６件
の合計９件について自家発電設備毎に経年劣化状態
の調査結果が報告されました。その後各調査物件に
ついて調査実施者から個別の調査結果について説明
があり、結びでは潤滑油は動粘度低下、冷却水は
pH値が基準を外れや鉄分を含有していることなど
調査の途中での結びとして経年劣化により使用不可
と判定された部位と判定の数について報告がありま
した。来年度以降の予定として保守点検を計画的に
実施している設備について調査を行い最終報告書を
まとめることが説明されました。
　その後、総務省消防庁予防課尾上総務事務官にも
回答いただくなど活発な質疑応答がなされました。

写真1　内発協森会長挨拶（東京会場）

写真2　総務省消防庁守谷設備専門官ご挨拶（大阪会場）
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写真3　東京会場

写真4　大阪会場

写真6　パンフレット

写真5　質問に答える総務省消防庁尾上総務事務官

　内発協では、今回の中間報告会で配布しました「防
災用自家発電設備の経年劣化調査中間報告書」及び
パンフレット「非常用自家発電設備も定期検診が必
要です」を販売いたしますのでご興味のある方は是

非お手に取ってご覧ください。
　パンフレットは、設置者にお渡しいただき、自家
発電設備を健康（健全）な状態に保っていただくよ
う保守点検整備実施の働きかけにご利用ください。

　中間報告書
　①平成26年３月31日まで
　　2,100円（会員価格1,575円）
　②平成26年４月１日から
　　2,160円（会員価格1,620円）

　パンフレット（写真６参照。）
　①平成26年３月31日まで
　　50円（会員価格30円）
　②平成26年４月１日から
　　54円（会員価格32円）
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